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　千代松市長は、6月12日の定例
市議会で、令和元年度の施政に関
する基本方針を表明しました。
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去
る
５
月
１
日
、天
皇
陛
下
の
皇
位
継
承
に
伴
い
元
号
が
「
平
成
」

か
ら
「
令
和
」
に
改
ま
り
ま
し
た
。
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う

中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
た
「
令
和
」

が
始
ま
り
、
幾
重
に
も
重
な
る
希
望
を
胸
に
抱
き
つ
つ
、
新
た
な
時

代
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　

祝
賀
ム
ー
ド
が
高
ま
る
中
、
国
の
動
き
と
し
ま
し
て
は
、
全
世
代

型
社
会
保
障
へ
の
転
換
を
図
る
べ
く
、
堅
調
な
経
済
成
長
を
背
景
に

「
成
長
と
分
配
の
好
循
環
」
に
よ
っ
て
、
教
育
無
償
化
等
を
実
施
し
、

「
一
億
総
活
躍
社
会
」
を
創
り
上
げ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

少
子
化
な
ど
に
よ
る
人
口
減
少
や
高
齢
化
の
進
展
を
克
服
し
、
活
力

溢
れ
る
ま
ち
と
な
る
た
め
の
「
地
方
創
生
」
に
つ
い
て
は
、
地
方
へ

の
支
援
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
と
し
ま
し
て
も
「
泉
佐
野

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
、
第
１
期
の

最
終
年
と
し
て
の
総
仕
上
げ
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
府
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
際
博
覧
会
の
誘
致
に
成
功

し
、「
２
０
２
５
日
本
国
際
博
覧
会
、
大
阪
・
関
西
万
博
」
の
開
催

が
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
開
催
目
的
に
「
国
連
が
掲
げ
る
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
が
達
成
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
す
」

こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
本
市
も
総
合
戦
略
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な

施
策
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
の
一
翼
を
担
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
４
月
７
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
統
一
地
方
選

挙
の
結
果
を
受
け
、大
阪
都
構
想
の
機
運
が
再
燃
し
つ
つ
あ
る
中
で
、

東
京
と
は
異
な
る
個
性
・
新
た
な
価
値
観
を
有
し
た
「
東
西
二
極
の

一
極
」
と
し
て
、「
副
首
都
・
大
阪
」
の
確
立
と
発
展
に
向
け
た
戦

略
を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
財
政
状
況
と
し
ま
し
て
、
平
成
25
年
度

決
算
で
の
財
政
健
全
化
団
体
か
ら
の
脱
却
後
、
黒
字
決
算
を
堅
持
し

て
い
る
も
の
の
、
普
通
会
計
決
算
の
経
常
収
支
比
率
は
依
然
と
し
て

１
０
０
％
を
上
回
っ
て
お
り
、
経
常
的
な
支
出
を
経
常
的
な
収
入
で

賄
っ
て
い
な
い
と
い
う
財
政
の
硬
直
化
を
も
た
ら
す
状
況
で
あ
り
ま

す
。
今
後
も
地
方
債
の
残
高
を
多
く
抱
え
、
高
水
準
の
公
債
費
負
担

が
継
続
し
、
地
方
交
付
税
制
度
の
改
正
や
社
会
保
障
費
の
増
加
な
ど

不
確
定
な
要
素
も
多
い
こ
と
か
ら
、
財
政
の
硬
直
化
を
さ
ら
に
招
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政
運
営
で
は
「
中
期
財
政
計
画
」
に
基

づ
き
、
黒
字
決
算
の
維
持
・
継
続
を
図
る
た
め
、
歳
出
面
で
は
限
り

あ
る
財
源
を
最
大
限
に
効
率
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
の
事

業
の
選
択
と
集
中
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
歳
入
面
で
は
、
市
税
収

入
の
確
保
を
は
じ
め
、
市
有
財
産
の
有
効
活
用
や
創
意
工
夫
に
よ
る

新
た
な
財
源
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、「
地
方

創
生
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
か
ら
の
交
付
金
を
は
じ
め
、
基
金
の

活
用
な
ど
、
そ
の
財
源
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
今
年
度
は
第
５
次
泉
佐
野
市
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト
い

た
し
ま
す
。
新
し
い
総
合
計
画
で
は
、「
国
際
都
市
」
と
し
て
ひ
と

も
ま
ち
も
飛
躍
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
将
来
像
を
示
し
て
お
り
、
こ

の
先
、
本
市
の
強
み
や
特
性
を
さ
ら
に
発
展

さ
せ
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
く

こ
と
な
く
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
行
政

施
策
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
市
民
の
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、

ネ
ク
ス
ト
ワ
ン
と
な
る
、
い
ち
ば
ん
の
ま
ち

泉
佐
野
を
め
ざ
し
て
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
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令和元年度 施政に関する基本方針 今年度のおもな取組

【観光】
●（一社）泉佐野シティプロモーション推進協議会の観光
地経営を担う人材を育成するために、専門的人材を招聘し、
戦略策定などを担う人材を養成します。
●犬鳴山エリアの多言語看板の整備、QRコードによる多言
語観光案内や防災情報提供によるコンテンツの充実、地域
商店などのキャッシュレス対応の拡充などを図ります。
●インバウンド誘客の促進や町会などで開催される盆踊りへ
の支援、ナイトタイムエコノミーの推進などにより、新しい
観光コンテンツの造成に取り組みます。
●日本文化体験などエンターテイメントを楽しむことがで
きる施設整備をりんくうタウンエリア内にて検討します。
●全国物産フェアの開催や広域観光周遊ルートなどの構築
について検討します。
●「日根荘遺跡」が文化庁の「日本遺産」認定を受けたこ
とにより、地域に点在する文化財を一体的に活用、発信す
る目的で、様々な事業を展開し、地域の振興に繋げます。

【国際化】
●既に友好都市提携を結んでいる都市とは、さらなる交流
を深めるとともに、中国山東省威海市をはじめ広く友好都
市提携をめざします。
●「2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会」
のホストタウンとして、選手団の事前合宿受け入れや市民
との交流事業の準備を進めます。
●りんくうタウンにおいて、地域活性化総合特区に指定さ
れている国際医療交流の拠点づくりを引き続き推進します。

※すべての取組は、ホームページでご確認ください。

●国際会議などのMICE誘致に向けた取組により、観光者の
周遊性や利便性を向上させ、さらなる国際化および活性化を
推進します。

【産業】
●昨年の台風21号で、農業施設の被害を受けた農業者に対
し、引き続き支援を行います。
●フィッシャマンズワールド構想区域のより一層のにぎわい
づくりに努めます。
●中心市街地の活性化とそのエリアマネジメントに取り組む
まちづくり企業「バリュー・リノベーションズ・さの」を核
として、行政と商店街をはじめとする関係者が連携し、課題
解決を図るとともに、雇用創出の場として、事業所の誘致も
視野に入れて取り組みます。
●「泉州タオル」の生産量日本一に向け、業界、産官学との
連携をより一層強化し、効果的なプロモーションに取り組み
ます。

【雇用・労働】
●都市間連携による就労支援カレッジ事業をさらに拡大して
実施し、きめ細やかな就労支援および雇用の底上げに取り組
みます。
●出入国管理及び難民認定法の一部改正を踏まえ、今後外国
人労働者を受け入れていくに当たり、労働環境などの整備に
取り組みます。
●女性などの活躍推進を図るため、働き方改革の推進と、日
本SDGsモデル構築に向けた取組を深化させます。

地域の強みを生かし、賑わいを創り出すまちづくり

【道路・交通】
●コミュニティバスおよび観光周遊バスは、運賃無料での運
行を継続します。
●都市計画道路泉佐野土丸線は、事業認可を取得し用地買収
を進めます。
●都市計画道路熊取駅西線、熊取駅西1号線は、来年度末の
完成をめざして事業を推進します。
●南海本線泉佐野8号踏切の拡幅は、今年8月頃の完成をめ
ざし工事を進めます。
●関西国際空港と京奈和自動車道を結ぶ「京奈和関空連絡道
路」の早期実現に向け、取り組みます。

【公園・緑地】
●公園施設の適正な維持管理に努めます。
●「泉佐野南部公園」は、スポーツの拠点および災害時の防
災公園として、適切に管理、運営します。また泉佐野丘陵緑
地などとを結ぶ樫井川沿いの河川管理道路において、「かわ
まちづくり計画」に基づく事業を推進します。
●末広公園は、老朽化した公園施設の安全確保や公園の活性
化を目的に、大規模な改修工事の実施設計を進めます。

【上下水道】
●将来にわたって安全で良質な水を安定的に供給し、健全な
経営を持続することを目標として事業運営を行います。
●老朽化した配水管や重要給水施設への配水管の耐震化を計
画的に進めます。
●水道料金の支払方法として、クレジットカード支払いなど
のキャッシュレス化を進めます。
●汚水整備は、事業量を倍増し、下水道人口普及率の更なる
向上に努めます。
●雨水整備は、浸水対策ポンプを年次的に整備し、市内の浸
水被害の解消と軽減を図ります。
●下水道事業は、来年度からの地方公営企業法適用に向け、
円滑に移行できるよう準備を進めます。

【住宅】
●昨年の台風21号により被害を受けた住宅について、引き
続き改修工事の支援金や除却工事に対する助成を行います。
●定住・移住促進の一環として、「住宅総合助成事業」や「空
家バンク制度」「住宅リフォーム助成制度」を実施します。
●新たに町会・自治会加入を条件とした地域ポイント「さの
ぽ」の付与制度を実施します。
●耐震化の促進では、耐震診断、設計、改修に対する助成や、
同時施工するリフォーム工事、耐震性のない木造住宅の除却
工事に対する助成を継続します。
●空家を利活用するための耐震化工事やリフォーム工事、除
却工事に対する助成金を増額します。条件付きで特定空家を
寄附していただき、市が除却する制度を実施します。
●空家の所有者が不存在の場合に対する相続財産管理人制度
の活用など、地域に悪影響を及ぼす空家の解消に努めます。
●市営住宅の整備について、耐震性が低く、浴室の無い住棟
の建替事業の準備を進めます。

【市街地整備】
●市域全体の公園配置などの都市計画の見直しを行います。
●令和4年度からの特定生産緑地制度移行に伴い、生産緑地
所有者への周知に努めます。
●熊取駅西地区は、良好な市街地の形成を大阪府や熊取町と
連携しながら進めます。
●泉佐野東駅前交通広場の立体利用により、駅周辺の活性化
を誘導します。
●南海「井原里」駅の山側改札
口の新設に着手し、バリアフ
リー化を進めます。
●地籍調査を今年度から取り
組み、円滑な都市基盤整備に資
するよう進めます。

快適で住みやすいまちづくり
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今年度のおもな取組

【子ども・子育て】
●要保護児童対策地域協議会の機能強化により、虐待の未然
防止に努めます。
●こども食堂に取り組む団体のネットワーク化を進め、こど
もの居場所づくりを推進します。
●幼児教育無償化に伴い、給食費の無料化を実施することに
より、保護者負担の軽減を図ります。
●子どもたちの安全な居場所確保に向け、留守家庭児童会の
施設増改築などによる整備を進めます。
●「第３次ひとり親家庭等自立促進計画」を策定し、総合的
な施策を展開します。
●妊婦全員への面接および各種相談・実情把握などを行い、
妊娠期から子育て期までの切れ目
のない支援に努めます。

【学校教育】
●いじめ・不登校問題について、各中学校区へのスクールソー
シャルワーカーの配置など、専門家や関係機関との連携を柱
に支援を行います。
●「いじめ防止等に関する条例」を制定し、市トータルでの
取組を進めるとともに、中学校生徒指導充実加配を順次実施
します。
●学習指導・生徒指導両面の充実を図るため、小中一貫教育
の実施を視野に入れつつ、小中連携教育の推進に資する施策
の検討を進めます。
●ALT（外国語指導助手）の拡充により、英語科・外国語科
授業の充実を図るとともに、引き続き、「まなびんぐサポー
ト事業」の有効活用に努めます。
●小学校体育専科教員の配置などにより、子どもたちの運動
意欲を高めるとともに、中学校課外クラブについては、部活

動指導員の配置などにより支援します。
●「未来を紡ぐ子どもの絆プロジェクト事業」について、子
どもたちによる東北被災地訪問事業を新たに実施します。
●就学援助では、「新入学準備金」に続き、その他援助項目
についても国基準へ引き上げ、経済的理由によって就学が困
難と認められる児童生徒の就学奨励に努めます。
●高校入学時における経済的負担の軽減を図るため、「高校
入学準備金給付制度」の本格実施に向けた取組を進めます。
●「泉佐野市防災行政無線を活用したこども見守りアナウン
ス」放送を行い、家庭や地域の協力をいただきつつ通学路の
安全確保に努めます。
●教職員の働き方改革について、より子どもの指導に専念で
きる時間を生み出すよう、校務支援システムの導入などによ
り事務と会議の効率化を図ります。
●年次的に実施してきた学校プール整備事業は、4校で着工
するほか、新たに上之郷小学校、末広小学校および第三中学
校で事業を開始します。同じく、年次的に整備を進める校舎
棟へのエレベーターの設置については、5校で着工します。
●学校の体育館などは、災害時には避難所としての重要な役
割を担うことから、過去、避難所開設の頻度の高かった学校
から順に、今年度から3ヵ年をかけ、空調の整備を行います。
●学校教育に支障のない範囲で施設開放の拡大を図るため、
全ての中学校グラウンドへの夜間照明の設置を進めます。

【生涯学習・スポーツ】
●「いつでも」「どこでも」「だれでも」学べるまちづくりを
推進します。
●図書館における郷土資料の整備や電子資料の活用を進めます。
●本市出身のトップアスリートの応援と、新たなるトップア
スリートの育成に努めます。
●市民総合体育館・健康増進センターは、安全で快適に利用でき
る施設をめざし、順次設備の更新を行います。
●青少年への学習と憩いの場を与えることを目的に、青少年
の自主活動支援などの事業を展開し、健全な居場所づくりに
努めます。

ひとを豊かに育むまちづくり

【地域福祉】
●地域のあらゆる住民が、「自助」・「互助」の役割を果たし
ながら「我が事」として地域活動に参画し、人と人、人と資
源が世代や分野を超えて「丸ごと」つながり、住民一人ひと
りの暮らしと、いきがい、地域を共に創っていく「地域共生
社会」の実現をめざします。
●複合的な課題を丸ごと受け止める、全世代型・全対象型包
括支援センターの設置を進め、市民にとって身近で分かりや
すい相談窓口および相談支援体制を整備します。
●広域連携のメリットを生かした福祉サービスの向上に取り
組みます。

【高齢者福祉】
●シルバー人材センター支援事業などにより、高齢者が安心
して暮らせる、そして健康で生きがいを感じることのできる
まちづくりに努めます。
●高齢者などとその家族が地域で安心して生活することがで
きる環境を整備するため、「認知症高齢者等個人賠償責任保
険事業」を実施します。
●介護サービスを必要とする人に必要なサービスが提供され
るよう、適切な事業運営に努めます。

【障害者福祉】
●本市の障害者計画及び障害福祉計画、障害児福祉計画である
「いずみさのあいあいプラン」の基本理念「ともに　みとめあ
い　ささえあい　あいにつつまれるまち　泉佐野」の実現に向
け、様々な関係機関と連携し、本計画を着実に推進します。

すこやかで、ひとがつながり支え合うまちづくり
【健康・医療】
●「健康都市宣言」のもと、市民一人ひとりが主役となり、
健康寿命の延伸を図るため、健康を支える環境づくりを進め
ます。
●第２次健康増進計画および食育推進計画の一層連携した形
での策定に向け取り組みます。
●15歳までのインフルエンザ予防接種の一部助成や、風し
んの追加的対策として抗体保有率が他に比べて低い世代の男
性に抗体検査・予防接種を実施します。
●高齢者肺炎球菌予防接種をさらに5年間継続実施します。
●各種検診事業については、胃カメラ検査の導入など、さら
なる検診機会の拡大を図ります。
●りんくう総合医療センターと地元医師会・医療機関や行政
機関との連携を推進し、地域全体での効率的な医療の提供を
推進できるように努めます。
●母子医療や救急医療体制の充実に努め、安心して医療を受
けられるための支援を行い、健康を支える環境づくりを推進
します。
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【消防・防災】
●昨年の各種災害の教訓を生かし、防災に関する様々な分野
の施策を総合的かつ計画的に進め、災害に強い強靭なまちづ
くりを進めます。
●消防団の活動拠点となる上之郷分団車庫や大土分団大木車
庫の工事を進め、南中分団車庫の設計に着手します。
●昨年の台風21号で住宅が全壊するなど大きな被害を受け
た世帯に対し、被災者生活再建支援金を支給します。
●自衛隊の音楽隊と防災イベントを行い、自衛隊との連携強
化を図ります。

【環境衛生・環境保全】
●昨年12月に供用開始した合葬式墓地の円滑な運営に努めます。
●JR「長滝」駅前公衆トイレの整備を進めます。
●来年度から権限移譲となる「大気汚染防止法」関係事務に
向けて取り組みます。
●高齢者雇用の観点も兼ねた「まち美化清掃活動」を継続しま
す。
●設立した「一般財団法人泉佐野ガス」から、市内公共施設
に都市ガスの販売を進めます。

【廃棄物処理】
●「一般廃棄物（ごみ）処理基本計画」および「生活排水処
理基本計画」に基づき、適正なリサイクルと資源循環の推進
に努めます。
●新ごみ処理施設の建設に向けて取り組みます。
●し尿及び浄化槽汚泥処理事務委託を熊取町から受け入れる
準備を進めます。

【生活安全】
●アポ電という新たな手口の悪
質商法などの被害が多発してお
り、消費生活センターの認知度
向上と、その機能の強化・充実
を図ります。
●消費者教育推進大使に委嘱さ
れた公式キャラクター「イヌナ
キン」を活用し、消費者教育および啓発活動の推進に努めます。
●高齢者が運転免許証を自主返納した際に、泉佐野地域ポイ
ント「さのぽ」を付与する事業を引き続き行います。

安全でひとと環境にやさしいまちづくり

令和元年度 施政に関する基本方針
※すべての取組は、ホームページでご確認ください。

【地域共助・地域コミュニティ】
●町会活動における偶発的な事故などを補償する保険制度を
取り入れます。
●地域コミュニティの発展に顕著な功績のあった町会などへ
の感謝状贈呈や、広報での町会・自治会の活動紹介など、さ
らなる町会・自治会活動の活性化を図ります。
●「（仮称）上之郷地区コミュニティセンター」の来年4月オー
プンに向け、整備を進めます。
●「市民防災の日」に大防災訓練として、市域全体で、タオル
を使った安否確認訓練や避難訓練などを市民と共に行います。
●今年度も防犯カメラを100ヵ所設置するとともに、引き続
き町会・自治会による防犯カメラ設置支援を行います。

【人権・多文化共生】
●「泉佐野市人権教育推進計画」に基づき、市民や各種関係
団体との協働を強化します。
●市民一人ひとりの参加による人権行政施策を推進します。
●総合生活相談では、相談者に寄り添った対応に努め、体制

【挑戦的な自治体経営】
●「泉佐野」というブランドイメージを高めるため、シティ
プロモーション活動を積極的に推進します。
●首都圏在住の泉佐野市にゆかりのある人を対象に、「東京
いずみさの会」のネットワークの構築の強化を図ります。
●産官学民と連携し、市民サービスの向上と経費の削減に向
けて効率的・効果的な取組を推進します。
●市民サービスの充実や効率化を図るため、近隣自治体と分
野別に連携を深めます。
●府からの権限移譲にも積極的に取り組み、行政ニーズに応
じた広域的な連携をさらに推進しつつ、市町村合併のあり方
を視野に入れて検討を進めます。
●体制の見直しや組織の統廃合を行い、生産性が高い行政組
織を確立します。

【財政基盤の確立】
●安定した財政基盤を確立するため、地方債残高の減少に努
めます。
●遊休財産の積極的な売却、ネーミングライツなどの税外収
入の確保に加え、新たな財源の創出に努めます。

の充実に努めるとともに、各相談機関と連携して総合相談機
能の充実を図ります。
●北部市民交流センターに北部公民館が、南部市民交流セン
ターには青少年センターが加わったことで、人権・教育・文
化の複合施設として連携を深め、事業を展開します。
●「非核平和都市宣言」のもと、人権・平和意識の高い社会
環境の形成に努めます。
●男女共同参画社会の実現に向け、総合的に取り組みます。
●ドメスティック・バイオレンス、セクシュアル・ハラスメ
ントなどの相談対応やその防止・啓発に努めます。
●ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）や女性の
就労継続が整えられるように努めます。
●インバウンドや外国人人口の増加に伴い、受け入れ環境整
備における多言語による提供や、分かりやすいデザインなど
の公共サインの設置に向けた取組に努めます。
●多文化共生社会の実現に向け、外国の文化などの多様性を
認め、言語、宗教、生活習慣などの違いを正しく理解し、尊
重することの重要性の認識を深める取組を推進します。

●「泉佐野市債権管理条例」に基づき、債権の適正な管理に
努めます。
●「公共施設等総合管理計画」に基づき、計画的な施設管理
を行います。
●地方公会計制度により、財政状況の多角的な分析を推進し、
健全な財政運営を行います。

【進行管理】
●多様な手段で市民ニーズを的確に把握し、市政に反映でき
るよう広聴活動の充実を図ります。
●「広報いずみさの」やホームページ、ケーブルテレビの行
政情報番組「さのテレ！」などを通じて、わかりやすい情報
を積極的に発信します。
●駅前での早朝広報活動を引き続き実施します。
●市民通報システム「まちレポ泉佐野おせチョ～」の運用に
より、市民と行政との迅速かつ正確な情報伝達に努めます。
●各施策において重要業績評価指標（KPI）を定め、行政評
価システムを活用し、機能的な市政運営に努めます。
●進行管理を分かりやすく市民に示すことで行政の透明性の
向上を図り、説明責任を果たします。

市民と協働し、すべてのひとが輝けるまちづくり

総合計画の実現に向けて
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